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シナイモツゴが住む里山のため池を守る農

業者を支援するための活動の一環として、

アカトンボの調査を実施した結果、シナイ

モツゴ郷の米の水田でアキアカネの羽化を

多数観察できました（P3,36- 37）。また、

コロナ感染対策を講じながら、シナイモツ

ゴ里親活動を 5～6 月にかけて集中実施し

ました。今年も里親小学校 4 校で 300名の

子供たちが稚魚の飼育や環境学習に取り

組、6 月 24 日には安全なため池へ 400尾

のシナイモツゴ稚魚を放流しました（p3-

5，33- 34）。 

ȠɟɨȩȴɨȪɉǵ̭Ὥ↓ӓșὕ  

当会が開発した連続捕獲装置を駆使し

2,000m2 の中規模ため池と 30,000m2 のため

池で住民主体のアメリカザリガニ捕獲実証

実験を実施しました。週 1 回の捕獲を 5 か

月間、問題なく継続実施して大量捕獲する

ことができました。特に夏季の標識放流と

再捕調査では、放流後 3 回の捕獲で 35％

を再捕し、極めて効率的に捕獲しているこ

とが確かめられました（p8）。一方、捕獲

ザリガニの成長を追跡調査したところ、ふ

化後急成長し約 1 年で産卵に加わることが

わかり、繁殖抑制が不可欠であることも明

らかになりました（p9- 10）。繁殖抑制に

は、小型幼体の捕獲を目的に当会が開発し

た人工水草が効果を発揮しつつあります

（p23,26）。今年、大規模ため池の一部の

区画で実証されたように、連続捕獲装置と

人工水草を併用し全成長段階の捕獲圧を強

め、これを長期間継続することにより、ア

メリカザリガニの低密度化を実現し二枚貝

や多くの水生昆虫などを復元できると考え

られます（ｐ11）。 

ȠɟɨȩȴɨȪɉ ї Ǳǰ Ѱ  

環境省はアカミミガメやアメリカザリガニの

ように、我が国の生態系等に大きな影響を及ぼ

しているにもかかわらず、飼養等を規制するこ

とによって、大量に遺棄される等の深刻な弊害

が想定される侵略的外来種については、一律に

飼養等や譲渡し等を規制するのではなく、輸入、

放出並びに販売又は頒布を目的とした飼養等

及び譲渡し等を主に規制する等の新たな規制

の仕組みの構築や、各種対策を進めるための法

規制を検討しています（ｐ29-31）。被害が深刻

化している中、時間がかかったものの新たな法

規制により防除活動の進展が期待されます。 

П ӓᵂ  

10 月 24 日～11 月 14 日に当会 URL と

YouTube で開催、講演・総合討論動画フ

ァイルは 2022 年 10 月まで掲載予定です

（シナイモツゴ郷の会/トップページ 

(shinaimotsugo.com)。温暖化は 2014 年以降

急激に進行しており、今や、生態系保全と

取り組む際に、避けて通れない重要課題で

す。是非、HP でご視聴いただき、情報を

共有していただければ幸いです。 

https://www.shinaimotsugo.com/
https://www.shinaimotsugo.com/
https://www.shinaimotsugo.com/
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1）生き物ブランド米「シナイモツゴ郷の米」の生産と販売体制を強化 
6 月 19 日と 7 月 31 日にシナイモツゴ郷の米を栽培している水田を現地調査した、栽培中の水田で

適正な用水使用や生育状況を確認した（写真 1）。この日、網を使い水

田の中をすくうと、アキアカネのヤゴが多数確認された（写真 2）。調

査結果に基づきシナイモツゴ郷の米認証ラベルを発行した（右図）。10

月 28 日には大崎市古川黎明中の 3 年生 21 名が訪れて、シナイモツゴ郷

の米つくり手の会吉田会長が自然再生活動における農業者の役割につい

て講話した（写真 2）。今年のシナイモツゴ郷の米も豊作で、品質も良好であった（写真 3）。 

 

 

2）シナイモツゴ里親活動 
大崎市立鹿島台小学校、美里町立小牛田小学校、石巻市立海北小学校、東松島市立鳴瀬桜華小学校

の県内 4 校へシナイモツゴの里親を依頼した。コロナ感染症対策のため各小学校との交渉は 5 月下旬

から遅れてて開始、6 月に校庭池や水槽へシナイモツゴの卵を収容し、現在、稚魚を飼育中で、来年

5 月まで継続する。この間、飼育開始前の特別授業、グリーンウオーターの提供と植物プランクトン

の培養開始、卵の収容と飼育開始などの機会に、当会インストラクターが各小学校へ赴き、技術指導

した。 

6 月 24 日に放流会を開催した。鹿島台小学校の 4 年生 95 名が大崎市鹿島台の安全なため池へシナ

イモツゴ稚魚 350尾を放流した（写真 1）。放流会の風景は報道 5 社によりテレビニュースなどで放

映された。 

 

① 各里親小学校で作業日程などを打ち合わせ 

5/20 鹿島台小、5/28 小牛田小、5/20 石巻開北小、5/25 鳴瀬桜華小 各 1 名 

② 各小学校の里親活動 

シナイモツゴ稚魚の回収、池掃除、グリーンウオーターと卵の搬入、特別授業 

鹿島台小 5/20 打ち合わせ 2 名、6/1～4 トラップ投入と稚魚の回収稚魚回収 200 尾 4 人（写真 3）、   

6/10～15 飼育池の清掃 5 名（写真 4）、6/2・6/23 特別授業・卵搬入 4 名 



4 

 

小牛田小  5/28 打ち合わせ 1 名、稚魚回収用トラップ貸与、 

6/15GW配布 1 名、6/28 特別授業・卵収容 2 名（写真 2） 

6/10 稚魚 30 尾回収 2 名、6/28 卵搬入 1 名 

石巻開北小 6/1GW配布 1 名、6/12 卵搬入（写真 5）、6/21 特別授業（稚魚 32 尾回収）2 名 

鳴瀬桜華小 4/26 打ち合わせ 2 名、5/27 水槽飼育稚魚 30 尾を回収、GW培養用 65L水槽譲渡 3 名 

      6/7GW配布 1 名、6/17 特別授業・卵搬入 2 名（写真 6） 

うみの杜水族館 5/9 打ち合わせ（稚魚 200尾回収、今年度繁殖用親魚 40 尾を譲渡）2 名 

日本ケミコン宮城工場 6/2 打ち合わせ（稚魚 102尾回収）1 名、6/1GW配布、6/9 卵搬入 1 名 

 

③シナイモツゴ放流会を開催；大崎市鹿島台 6 月  

6 月 24 日、大崎市鹿島台小学校 4 年生 95 名、里親協力企業の日本ケミコン田尻工場、仙台うみの杜

水族館の担当者など計 120名が参加しました（写真 1）。里親小学生中心に 1 年間育てたシナイモツゴ

400尾をブラックバスを駆除した里山のため池へ放流しました。詳細はｐ33- 34をご覧ください。 

 

2 ǔ ό̝Ʋ ᷂ ʹ̝ 

1）大崎生き物クラブ小川の生き物観

察会 
7 月 31 日、ブラックバスを駆除した里山のた

め池を水源とする小川で開催した。大崎市内の

小学生 50名と父兄および関係者など合計 70名

が参加した（写真①）。観察会は、これまで 15

年間の活動によりブラックバスを一掃したた

め池を水源とする小川で実施した。 

今年も下記の魚類が採集され、参加者と共に豊

かな自然を実感した（写真③）。久々にニホン

ウナギが捕獲され（写真②）、参加者を驚かせ
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た。スナヤツメ、ギバチ、ドジョウ、ヨシノボリ、ジュズカケハゼ、ミナミメダカ、ニホンウナギ、

タイリクバラタナゴ、カネヒラ、モツゴ、タモロコ、マシジミ、ヌカエビ、カワリヌマエビ、コオイ

ムシ 

 

2）宮城県古川黎明中学校 3 年生がため池と小川で現地実習 
10月 28日に宮城県古川黎明中学校 3 年生 21名が旧品井沼周辺ため池群とこれらを水源とする小川で

現地研修した。タモ網を持って小川に入り（写真①）、スタッフに魚の捕り方を教わり（写真②）、採

集した魚を水槽に入れて観察した（写真③）。生き物ブランド米を栽培している水田では、シナイモツ

ゴ郷の米作り手の会吉田会長が農業者による自然再生の取組について講話した（写真④）。里山のため

池ではシナイモツゴやゼニタナゴを観察すると共に、アメリカザリガニによる深刻な影響と連続捕獲

装置の使い方を実物を使って実習した（写真⑤）。 
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3 ᷂Ḫ̇ ʺ̱ǵȠɟɨȩȴɨȪɉ  

1)  ʴ Ḍ ̓ ₴ק ὕ ὕ  
i ）経緯 

2019年に開発した新型連続捕獲装置によ

り、アメリカザリガニを簡単に大量捕獲で

きるようになった（図 1）。この捕獲装置を

使って、大崎市里山のため池で、地域住民

による捕獲作業を 2020年から 1000ｍ2 の中

規模ため池で開始した。地元住民 2 名が池

に設置した 10 個の捕獲装置を週 1 回、回収

し、捕獲したアメリカザリガニを計数、計

量し記録した（図 2，3）。 

 2020年は 5 月 30 日に連続捕獲装置を設置

し、6～10 月に 19 回、回収した。捕獲数は

7 月 18 日～8 月 8 日にかけて大型個体中心

に減少した。8 月中旬以降は春に繁殖し新た

に加入した中小型が主体になり一時的に増

加したが、9 月上旬から減少に転じ、10月には平均 15 尾以下となった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 2019 年開発の新型連続捕獲装置 
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ii）駆除と成果  

標識放流による生息数と捕獲率の推定 

 標識放流を 7 月 24 日に実施した。モンドリで捕獲した 370頭の尾扇（尾びれ）の一部を切除し、

池全域に放流した（図 4- ①）。別途、標識アメリカザリガニの飼育実験を行い、切除部位の再生状況

を観察し、切除後 3 週間まではほぼ全ての標識個体を判別できることがわかった。標識が有効な放流

後 3 週間までに連続捕獲装置 10 基で 3 回捕獲し、捕獲したアメリカザリガニの標識個体と無標識個

体を計数し、頭胸甲長を測定した。 

 

標識が有効な放流後 3 週間における 3 回の捕獲の合計再捕率は 30mm以上が 61％、30mm未満が 27％

だった（図 4- 表①）。特に 30mm以上の大中型個体は放流 1 週間後に 50％と高率で再捕され、30mm未

満の小型個体は再捕率が 15％と低率だった。2～3 週目には大型個体の減少に伴い、小型個体が増加

し、大型個体の 2～5 倍が捕獲された。標識放流後 3 週間における捕獲全数の再捕率は 35％と高率だ

った。 

標識放流 1 週間後の再捕個体は頭胸甲長 30mm以上の大中型主体だった（図 4- ②）。放流 2 週間後に

は 30mm以上が減少し、18～26mmの小型個体が増加した（図 4‐③）。放流 3 週間後も 20～27mm主体で

あった（図 4- ④）。 

この結果から、連続捕獲装置は 30mm以上の大型個体を優先的に高率で捕獲し、大型個体が減少する

と 20～30mmの小型個体を捕獲することがわかった。 

 

図 4 標識放流・再捕による生息数と捕獲率の推定 
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iii)地域住民が周年捕獲し低密度化を実現 

 6～10 月に毎週 1 回捕獲し、捕獲個体を計数し、月 1 回程度頭胸甲長を測定した。 

図 5- ①で捕獲日ごとの平均捕獲数を見ると 22～96 頭の範囲で変動し、7/30 に捕獲数が最多となり、

以降減少した。頭胸甲長組成をみると、捕獲開始前の 5 月上旬には 19～41mmの大・中・小型の混生

群であり、25mmm以上の大・中型主体だった（図 5- ②）。7 月下旬には 30mm以上の大型個体が減少し

18～24mmの小型主体になった（図 5- ③）。8～9 月も同様に大・中型個体は少数で、30mm以下の中・

小型主体であった（図 5- ④）。 

 連続捕獲装置による週 1 回の捕獲を数回実施することにより、大型個体の大半を駆除可能であると

考えられた。30mm以下の中・小型も 8 月上旬以降減少したので、低密度化も可能と考えられる。 

30mm以下の中・小型個体は標識個体の再捕率が比較的低いことから、誘因餌への蝟集範囲が大型

個体に比べ狭いと考えられる。また、20mm以下の小型個体は多数の生息が推定されるが、連続捕獲

装置では捕獲数が少なかった。小型個体の効率的な捕獲方法について、今後、検討が必要である。 

 

 

 

図 5 週 1 回の平均捕獲数と頭胸甲長組成の推移 
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2  Ẏ ǦȈ Ǯ᷂Ḫ̇ ǓȠɟɨȩȴɨȪɉ ὕ  
i）全域の駆除活動開始 

簡易な連続捕獲装置を 導入し

て大規模ため池の全域 におけ

る駆除が可能になっ た。こ

のため池は満水時の面 積は

35,000m2、地域で最大 級のた

め池である。シナイモ ツゴ、

ゼニタナゴ、ミナミメ ダカ、

ジュズカケハゼなどが 100年

以上にわたり、繁殖を 繰り返

している。しかし、 2000

年以降、二枚貝のタガ イはア

メリカザリガニの食害 により

減少し絶滅に瀕したた め、当

会は 2014年から駆除活動を継続している。2021年度に地域住民の協力を得て、ボートを使用し、簡

易な連続捕獲装置で全域の駆除を開始した。 

7 月上旬から全域駆除を開始、平均 50～60 頭を捕獲（図①）、7 月中は大型個体が多かったが 8 月

13～27 日には大半が 30mm以下の小型個体になった（図③、④）。標識放流でも、3 週間で 47％が再
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捕されたことから、連続捕獲装置の捕獲効率は極めて高い。したがって、駆除開始後、約 1 か月で大

型個体の大半が捕獲されたと考えられる。大型個体が消滅すると、30mm以下の小型個体が捕獲さ

れ、8 月の平均捕獲数（CPUE）は減少しなかった（図①）。9 月中旬に平均捕獲数は減少に転じたが、

多数生息しているはずの 20mm以下の小型個体はほとんど捕獲されない。ここでも、人工水草等によ

る捕獲が重要と考えられた。 

 

ii）大規模ため池における区域限定駆除 

大規模ため池の堰堤付近で 2017年から連続捕獲装置による周年捕獲を継続してきた（図①、②）。

2020年からは人工水草による捕獲も開始した（図 3）。この結果、平均捕獲数は対岸など他区域に比

べ明らかに少なく（図④）、低密度が維持されている。この区域ではタガイが増加し、ヨシノボリ、

ジュズカケハゼ等魚類が増加（図⑤）、ミヤケミズムシやカゲロウ、トンボ等の幼体も顕著に増えて

きた（写真⑥～⑧）。全域の駆除はより大きな効果をもたらす可能性があるが、駆除体制が整わない

場合はとりあえず区域限定の駆除を継続することで、ある程度の効果が得られそうである。 

 

4 ǵ  

1 ǵ   

給餌量についてこれまでの試験結果から次のように提案した。25℃以上の高水温時は次の①～③を同
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時に設置することにより最多の捕獲が得られた。①500ccタッパーウエア：直径 4mmの穴 18 個、ド

ッグフード 100g・240cc、② 500ccタッパーウエア：直径 4mmの穴 9 個の場合、ドッグフード

100g・240cc、 ③500cc タッパーウエア：直径 2mmの穴 9 個、ドッグフード 70g・180cc 

2 ǵ ǯП  
 ドッグフードに対するアメリカザリガニの蝟集範囲の調査結果などから、設置間隔は 15～20ｍ程

度が好ましい。また、4～5 回捕獲回収して捕獲数が減少した場合は、隣り合う 2 つの装置の中間点

へ移動すると捕獲数が増加することがある。特に、頭胸甲長 25mm（全長 70mm）以下の小型個体は蝟

集範囲が狭いので効果的と考えられる。 
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5 ȤȿȾȴɨȪɉ ǵ  
1） 深所の捕獲用給餌方式の改良、UWクリーンレーク洞爺との共同実験、洞爺湖町 

洞爺湖におけるウチダザリガニは 2005

年 9 月にテレビ局の潜水取材の撮影中に偶

然にザリガニを発見し

た。それ以来、駆除作

業を続けているもの

の、分布水域は拡大し

つつある。 

方法 

北海道洞爺湖の月浦地区、中島地区、滝の

上地区（地図）の水深 5～10ｍで新型連続

捕獲装置 15 個と従来トラップのアナゴカ

ゴ 7 個を設置し（写真 1）、7 日間隔で回収

してウチダザリガニを捕獲した（写真）。 

侵入水域ではニホンザリ

ガニが減少し、天然記念物

のマリモが食害され、水草

が消滅してワカサギやヒブ

ナなどの産卵場が失われて

います。北海道では、各地

に生息し、15 カ所以上で

防除が行われているが、対象水域が広大なため、効率的な

捕獲技術の開発が望まれています。本事業では、現地捕獲

実験により捕獲ツールを環境に合わせ改良し、効率良く、

だれでもできる捕獲技術を提供します。写真は洞

爺湖のウチダザリガニ。 

 

2020 年にも実

証実験の場所を変

えて実施した結

果、それまで使用

してきたアナゴ籠

より小型個体から

大型個体まで捕獲でき、従来のアナゴ籠では一週間ほどの設置で脱出

を図るため網地の切断損傷が見受けられたが、連続捕獲装置は損傷が無く一週間以上の設置が可能とな

り、回収頻度を少なくし、捕獲効率を向上させることができた。以上の事から、2021 年は広範囲に連続

捕獲装置の設置数を増やすことができたため、捕獲個体が増加したと考えられる。 
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2）低水温・低密度水域の捕獲率向上試験、 

NPO環境把握推進ネットワークとの共同実験、釧路市春採湖 

釧路市の春採湖ではウチダザリガニの食害により水草が減少している。天然記念物ヒブナの繁殖を

保全するため、ウチダザリガニの駆除活動が進められている。今年は 8 月 19 日に設置し（写真①）、

9 月 24 日まで 4 回、捕獲回収した。9 月 17 日

から連続捕獲装置の捕獲数が増加（写真②）、

アナゴカゴでは 0～1 頭である（写真④）のに

対し連続捕獲装置では 0～7 頭捕獲し（写真

③）、4 基の合計ではアナゴカゴに比べ 10 倍程

度捕獲できた。現在も継続して捕獲中だが、

春採湖のような低密度分布域でも、十分な効

果が期待できそうである。特に春採湖は低水

温であり餌が腐敗しにくいことから、連続捕

獲装置の設置期間を 2～3 週間に延長すること

により、省力化しながら長期にわたり十分量

を捕獲できる可能性が高い。引き続き、来年

度も捕獲効率を上げるための実験を実施したい。 

 

6 ȠɟɨȩȴɨȪɉ ҧ  

1）中華料理レシピ化と試験販売、中華料理店新天地人との共同実験、仙台市 
i) 目的と経緯 

  生態系を保全する目的で駆除されたアメリカザリガニについて，その有効利用の可能性を模索

し，得られた知見をもとに一般住民等へザリガニ駆除の必要性を PR するとともに，駆除費用等の一

助とすることを目的とする。  

 郷の会ではこれまで、魚醤、せんべいその他料理などについて有効利用法として検討し研究して

きた。しかし、それだけでは毎週大量に捕獲す

るザリガニを消費しきれないため、新たな有効

利用法を模索する必要がでてきた。 

 中華料理でアメリカザリガニが利用され

ることを知り、PR及び資金獲得という観点か

ら捕獲したザリガニをできないか複数の料理

店経営者と協議を進めてきた。この中で、都市

圏で人口が多いことや中国人留学生が多く滞

在していることから、仙台市で試験販売したい

との提案を受けた。2019年から中華料理店・新

天地人（青葉区柏木）への提供が始まった。今

回は、アメリカザリガニの冷凍方法と冷凍ザリ

ガニの食味について検討した。 

 
試験販売中の店舗「新天地人」 
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ii) 方法と結果 

 冷凍時の損傷と肉質の低下を軽減するため、アメリカザリガニを 800cc のタッパーウエアに入れ

て（写真①）、急速冷凍した。1 週間後にマーラー味で調理し、試食したた（写真②）。冷凍アメリカザ

リガニの脚の脱落などの損傷はほとんどみられなかった。試食したところ、生鮮のまま調理したもの

（写真②左）に比べ、冷凍アメリカザリガニ（写真②右）では、肉の弾力がやや失われていたが、旨

味は全く変わらなかった。肉の弾力を重視する場合は低品質となるが、旨味重視の場合は問題なさそ

うである。 

料理店では、冷凍品はコスト高であり、

品質がやや低下するので、積極的に利用し

にくい状況にある。しかし、活魚で入手困

難な場合は活用し得るのではないかと考え

られた。 

   *試験販売中の店舗：「新天地人」（090- 5843- 6789、要電話確認） 

宮城県 仙台市青葉区 柏木 2- 1- 20（東北大学病院の西側地区） 

 

2）がん汁レシピを応用したザリガニエキス作成技術と家庭レシピの開発 
i) 目的 

ため池の生態系及び希少種を保全する目的で駆除されたアメリカザリガニ（以下ザリガニと言

う）について，その有効利用の可能性を模索し，得られた知見をもとに一般住民等へザリガニ駆

除の必要性を PRするとともに，将来的にはザリガニを原料とした加工食品を商品化し，駆除費用

等の一助とすることを目的とする。 

ii ）試験内容と結果 

①加工（発酵・エキス）関係 

昨年度から取り組んでいる，大分県宇佐地方の郷土料理である「がん汁」の製法を参考にした

簡易なエキス抽出方法の開発について，今年度は異なる原料形態での製造試験を行った。「がん汁」

は，モズクガニを生きたまま殻ごとすりつぶし，これを漉したものに水を加え，味を整えて食す

ものであり，濃厚なカニの風味が特徴である。 

●原料 

①大サイズ（体長 10cm以上）の頭部、②中サイズ（体長７～８cm程度）以下のザリガニ 

●準備物： 家庭用のフードプロセッサー，三角ネット（市販），保存用ビン 

●搾出方法 

フードプロセッサーを用いて原料を粉砕し，それを市販の三角ネット入れて絞り，エキスを

搾出。搾出したエキスは，加熱濃縮し，冷凍保存。 

●評価試験・結果 

原料１ｋｇから得られた加熱濃縮したザリガニエキス（タンパク質）は，原料①で 220ｇ，原

料②で 160ｇであった。また，これらを一定期間冷凍後に解凍し，スープにして食味試験を行

ったところ，両者に風味の違いは感じられなかった。 

これらのことから，ザリガニエキス（タンパク質）は，頭部のみから及び小型の個体からでも

抽出することができ，例えば，身を取り出した後の頭部，処理に手間がかかる小型個体など

の有効利用にもつながることが分かった。 
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搾出したエキス                   加熱濃縮後 

②調理関係 

当会では，ザリガニをより身近に，美味しく食べてもらうため，様々な調理レシピの開発にも

取り組んでいる。今年度は，「ザリガニエキス」を使った東南アジア風スープを試作するとともに，

ザリガニ料理レシピ集②を作成した。 

●材料 

 ①ザリガニエキス（加熱濃縮） 大さじ２  ②おろしにんにく 小さじ１ 

 ③おろししょうが 小さじ１ ④酒 小さじ１  

⑤ネギ 1/4 本  ⑥水 1.5 カップ  

⑦タマネギ 1/8 個 

※調味料 ①鶏ガラスープ 小さじ 1/2 ②塩こしょう 適量 

※仕上げ                      

①ごま油 適量 ②ラー油 適量 ③小ネギ １本   ※赤く見えるのが，ザリガニエキス 

 ●作り方 

 ①ザリガニエキス（加熱濃縮）を解凍しておく。 

 ②鍋を熱し，ごま油をひいたらおろしにんいく，おろししょうが，酒を加えて炒める。 

 ③香りが出てきたら，水，ザリガニエキス，ぶつ切りにしたネギを加える。 

 ④沸騰し，アクが出てきたら適宜取り除く。 

 ⑤調味料とタマネギを加える。 

 ⑥タマネギに火が通ったら火を止め，ごま油とラー油で味を調える。 

 ⑦器に移し，最後に刻んだ小ネギをちらして完成。 

 

3）小型幼体で肥料を作成し野菜を栽培、ハクサイの成育試験を重点実施  
アメリカザリガニ駆除作業が進むと、一般的に大型の成体

が減少し、小型幼体が増加することが多い。小型幼体は料理

の原料として使いにくいことから、農業者が利用しやすい肥

料原料としての利用を検討した。昨年、EM肥料による栽培は

化成肥料に比べ、ダイコンでは同等の成長だったが、ハクサ

イではやや成長不良が見られた。このため、今年は油粕を 5％

添加して作成した EM肥料を使用し、さらに使用時に尿素を 5％添加し、施肥した。ＥＭぼかし肥

料の材料は米ぬか 60％、油粕 5％、もみ殻 5％、アメリカザリガニ 30％、ＥＭ促進剤 1～2％。こ

れらを混合、撹拌し、2 か月間以上、密閉容器の中で発酵させたものを肥料として使用した。 

ハクサイの栽培にＥＭぼかし肥料を使用して実験中である。9 月 12 日にハクサイを定植（苗を

移植）、その後 2 週間に一度、アメリカザリガニＥＭぼかし肥料あるいは化成肥料を投与し、栽培

した。10 月 17 日現在、ハクサイは左列の化成肥料投与区に比べ同等以上の成長を示した（写真）。 
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2021 ₴↓ П ВֿWEB σ 

温暖化・侵略的外来種対策と世界農業遺産「大崎耕土」の推進 

期 日  2021年 10 月 24 日（日）～11月 14 日（日） 

会 場  シナイモツゴ郷の会 URL （WEBシンポジウム） 

主 催  NPO法人シナイモツゴ郷の会、旧品井沼周辺ため池群自然再生協議会、  

全国ブラックバス防除市民ネットワーク、ナマズのがっこう 

後 援  大崎市、大崎市教育委員会、JA新みやぎ、TOYO TIREグループ環境保護基金 

実施内容 

10 月 24 日（日）～11 月 14 日（日）に各講師が作成したナレーション挿入パワーポイント動画とバ

ーチャル展示動画をシナイモツゴ郷の会 URLと YouTubeへ掲載した。   

11 月 6 日（土）に口頭講演の講師 11 名による総合討論を WEB会議として開催した。WEB総合討論につ

いては第一部と第二部の 2 つの動画ファイルとして 11 月 7 日（日）～14 日（日）に YouTubeへ掲載

した。 

本シンポジウムの参加者は、10 月 24 日～11 月 14 日の 22 日間における URLへのアクセス数から、

延 1,100 人であった。多数のシンポジウム参加者から講演動画ファイルの掲載延長を求められたため、

講師の許可を得て 2022年 10 月まで掲載期間を延長した。さらに、講演要旨 PDF版を 2021年 12 月 15

日にシナイモツゴ郷の会 URLに掲載した。 

 

講演内容 

趣旨説明     高橋清孝 

 本シンポジウムでは水辺の「温暖化」と「侵略的外来種」を取り上

げ、現状と対策について語り合います。 

（1）水辺の温暖化（第 1 部）  

 第 1 部ではサケを含めた海水魚の変動実態を紹介していだきます。海で起きている劇的な変化を見

ていただければ、温暖化のすさまじい影響を実感できると思います。その上で、淡水魚の周辺で起き

つつあることを点検していきたいと思います。淡水魚の保全においても温暖化は切り離すことができ

ない重要な問題になりつつあるからです。 

（2）水辺の侵略的外来種（第 3 部）  

 第 3 部では、侵略的外来種対策の現状と法制度を含めた今後の取組について紹介していただきます。

特にアメリカザリガニとアカミミガメは、両種による被害が極めて深刻であるにも関わらず対策が遅

れていました。現在、ようやく、外来生物法による規制が検討されています。両種の被害の実態や対

策などを報告していただきます。 

（3）減少原因を克服するために（第 3 部バーチャルコーナー） 

 原風景と現実の風景はギャップが大きく、この原因、すなわち、生き物たちの減少原因は多岐にわ

たります。原因のそれぞれに、改善すべき課題が多くあります。本シンポジウムでは可能な限り、そ

れらの課題と取り組んでおり、第 2 部のバーチャルコーナーで、現在、話題になっているアメリカザ

リガニやアカミミガメを中心に、水辺の生き物たちの研究や保全の取組について動画や写真を使って
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紹介していただきました。 

 

第 1 部 淡水魚の今と未来- 豊かな水辺の自然を守るため何をなすべきか 

基調講演 

①温暖化で変動する東北の海と里山の魚たち 

高橋清孝（シナイモツゴ郷の会・（一社）漁業情報サービスセンター）  

②温暖化に伴う日本のサケの行方 

帰山雅秀（北海道大学北極域研究センター） 
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③世界自然遺産知床におけるオショロコマなど淡水魚に及ぼす温暖化の影響 

谷口義則（名城大学） 

④温暖化の影響を配慮した世界農業遺産「大崎耕土」の推進 

鈴木耕平（大崎市世界農業遺産推進課）    
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第２部 バーチャル展示- 水辺の自然再生活動紹介 

（1）水辺の豊かな自然を守る活動事例 

①オオクチバスの駆除の「コツ」 

～ゼニタナゴ復活をもたらした伊豆沼方式～      2- 1 

       藤本康文（宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団） 

②伊豆沼周辺ため池のブラックバス駆除大作戦              2- 2 

       三塚牧人（ナマズのがっこう） 

③里山のため池で生き続けるヨシノボリ類                 2- 3 

        秦 康之（シナイモツゴ郷の会） 

④シナイモツゴを保全するシナイモツゴ郷の米               2- 4   

              吉田千代志（シナイモツゴ郷の米つくりての会） 

⑤進展する世界農業遺産「大崎耕土」の取組                2- 5 

三宅源行（大崎市） 

  ⑥洞爺湖のウチダザリガニ捕獲と効果                   2- 6 

   室田欣弘 （UWクリーンレーク洞爺湖） 

 

（2）ザリガニ類とアカミミガメの防除に向けて 

  ①ザリガニ類連続捕獲装置の使い方                    2- 7 

高橋清孝・長谷川政智・内藤朝陽（シナイモツゴ郷の会） 

  ②高橋式アメリカザリガニ捕獲装置を小さくしてみた              2- 8 

              佐藤方博（生態工房） 

③ザリガニ幼体捕獲用人工水草の使い方                  2- 9 

長谷川政智・高橋清孝（シナイモツゴ郷の会） 

  ④アメリカザリガニによるイシガイ科二枚貝の捕食選択実験          2- 10  

           久米 学（京都大学） 

⑤アメリカザリガニによる淡水シジミへの捕食圧は底質の有無で変わる    2- 11  

北野大輔・鈴木誉士・中川雅博・浅香智也（びわ湖サテライトエリア研究会） 

⑥アメリカザリガニの食利用 ザリガニ料理レシピ集            2- 12  

坂本 啓・坂本ひとみ（シナイモツゴ郷の会） 

⑦大阪府大正川と兵庫県寺田池におけるアカミミガメ防除と効果       2- 13  

               西堀智子（和亀保護の会） 
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第 3 部 侵略的外来種を防除して豊かな自然を 
     - アメリカザリガニ・アカミミガメ等防除の現状と課題   

（1）基調講演 

①アメリカザリガニとアカミミガメに関する環境省の取組について         3- 1 

大林.圭司（環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室室長） 

②アメリカザリガニ防除の取り組み：現状と課題                 3- 2 

中田和義（岡山大学） 

③在来種が集中する里山ため池におけるアメリカザリガニの防除          3- 3 

    高橋清孝（シナイモツゴ郷の会） 

④アカミミガメ、こうやって減らしてます〜様々な担い手による防除事例と対策のあり方〜           

片岡友美（生態工房）                    3- 4   

 

（2）アメリカザリガニの影響と対策 

①ため池におけるアメリカザリガニ繁殖阻止の取組み              3- 5 

長谷川政智（シナイモツゴ郷の会） 

②希少な水生昆虫の生息池におけるアメリカザリガニの防除           3- 6 

西原昇吾（中央大学） 

③離島におけるアメリカザリガニ侵入阻止の取り組み               3- 7 

吉田正人（筑波大学） 

（3）ブラックバス対策 

 ①全国のブラックバス防除活動と問題点                   3- 8 

半沢良子（ノーバスネット） 
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総合討論 

  11 月 6 日にオンライン開催・収録 

11 月 7 日～シナイモツゴ郷の会 URL・YouTubeに収録動画を掲載中 

 

座長 高橋清孝（シナイモツゴ郷の会）               

参加者 帰山雅秀（北海道大学北極域研究センター）         

谷口義則（名城大学）                   

鈴木耕平（大崎市世界農業遺産推進課）           

大林圭司（環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室室長） 

中田和義（岡山大学）                   

片岡友美（生態工房）                   

長谷川政智（シナイモツゴ郷の会）             

西原昇吾（中央大学）                   

吉田正人（筑波大学）                   

半沢裕子（全国ブラックバス防除市民ネットワーク）     

 

 

 



27 

 

第 1 部 水辺の温暖化を考える 

座長：最初に気温・水温の上昇について議論します。 

高橋：谷口先生の講演で、温度上昇に基

づくシミュレーションではオショロコマ

の絶滅リスクも示唆されているという

が、淡水では海水に比べ温度が上昇しや

すいのか。 

谷口：知床半島の調査した 37 河川で、

同様に温暖化の影響があると考えていた

が、実際には 20 年間の中で水温が上昇

する川、変化しない川、低下する川の 3

つに分かれた。上昇については温暖化と

ダムの影響が考えられるが、それ以外の

理由は完全には解明されておらず興味深い現象である。 

高橋：温暖化が外来種を拡大させる可能性を過去の論文に書いていたが、実例はみられたか。 

谷口：オショロコマのような冷水性の魚が減少する一方で、ブラックバスやコイのような高温に耐性のある魚

が分布を拡大する可能性は一般論として扱ったが、調査範囲内で実例は見ていない。 

高橋：現在のところ福島県が北限であるカダヤシが宮城県に侵入することを危惧している。アメリカザリガニ

も高温ほど活発であるように感じ、これについても危惧している。 

座長：降水の極端化に伴う渇水・洪水問題について議論します。この対策として田んぼダムという取り組みが

あり、ため池も同様に活用できる。一方で、地域の人口が減少し、ため池や田んぼの維持が危うくなってい

る。農業者が環境保全活動を行うことに、行政から支援できないか。 

鈴木：ため池や居久根は、生物の逃げ場所となって温暖化に伴うリスクを分散することができる。支援につい

ても、将来的に行っていきたいと考えている。 

西原：防災重点ため池改廃事業で、絶滅危惧種が生息しているにもかかわらずため池の廃止が行われている。

コロナ禍で管理のための共同作業が行えなくなっていて、これを機に衰退することは防がなくてはならない。 

温暖化は侵略的外来種など他の要因と複合的に生物多様性に影響を及ぼしうる。侵略的外来種では温暖化に

よる越冬期の死亡率の低下なども調査が必要になる。一方、寒冷期の遺存種であるシャープゲンゴロウモドキ

が減少しているなど、温暖化は北方系の生き物にとって特にリスクがある。知床半島で温度変化が見られない

河川があるとのことだったが、朱太川では湧水の影響で水温が安定している支流があり、湧水の影響を評価す

べきではないか。 

谷口：調査範囲の中に湧水河川があり、ここでは水温が安定しているためオショロコマの生息に適している。

湧水河川は長期的にも水温変動が小さい。また、河畔林の範囲も重要であり、ダム開発に伴って河畔林が減少
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した河川では、時間をかけて河畔林が回復した結果、温暖化の働きを打ち消して水温の低下に繋がっている可

能性がある。ウィラメット川での先行研究があり、知床でも同様の現象が起きている可能性がある。 

温暖化によって外来生物が活性を増し、在来種が影響を被ることを憂慮している。知床では、ニジマスがいく

つかの河川で自然繁殖している。ニジマスの方が温暖化に強いことが実験から示唆されていて、分布域を広げ

ないか懸念している。ほとんどのオショロコマは海に降らず周年川に留まるので、絶滅危惧種のシマフクロウ

の食料ともなっていて、オショロコマの減少に留まらない、河川生態系への複合的なリスクがある。 

座長：秋サケの不漁が深刻化している。特に南限に近い宮城県では不漁だった昨年比でさらに 10 分の 1 程度に

減少するなど未曾有の低水準にある。全国的にも最盛期の 3 分の１から 4 分の１程度に悪化しており、これに

ついての予測と、仙台湾以南から茨城沿岸まで分布している暖水性のサケの活用の可能性について伺いたい。 

帰山：サケが温暖化で減少するメカニズムはほぼ分かってきたように思う。 

まず、春に親潮が北退する時期が早まることで、サケ幼魚の最適水温エリアは 2000年代以降に三陸沿岸から北

海道まで繋がらなくなり、2010年代以降にはさらに北海道から離れてしまう傾向にあり、その時期とサケ回帰

量の減少時期が一致するようになってきた。 

一方、三陸沿岸では水温の上昇速度が速くなり、そのためサケ幼魚の沿岸滞在時間が短くなり、十分成長し

ないまま沖合移動しなければならず、生存率の低下を招いている。日本には対馬暖流や黒潮の影響を受ける暖

水系のサケがいて、これの減少率は小さい。そのため、暖水系サケが遡上する河川の資源は重要である。ま

た、人工孵化魚に比べて、数は少ないものの自然産卵魚の方が環境への適応度が高く、自然産卵できる河川生

態系を回復することも日本系サケを保全していく上で重要であると考える。 

 

第 2 部 侵略的外来種対策を考える 

座長：アメリカザリガニとアカミミガメの影響と防除について議論します。アカミミガメ防除技術はどのよう

にして編み出されたのか。 

 

片岡：アカミミガメの日光浴の習性を利用した罠の有効性が認識されてきている。効率が重要であると同時

に、関わる人々を広げていくことが重要で、最近は観光業からの駆除の取り組みが見られて期待している。 

高橋：アメリカザリガニの有効利用について、大型個体は中華料理店の食材として利用し、小型個体について

は、がん汁等のレシピ開発や肥料化を研究している。 

座長：アメリカザリガニ・アカミミガメの法的規制について発言お願いします。 

大林：①アメリカザリガニ・アカミミガメはそれぞれ 100万匹単位で飼養されていると推定がある。飼育の許

可制や、一律禁止によってかえって大量遺棄を招く恐れがある。これまでの外来生物法を精査する作業が進行

中で、「外来生物対策のあり方検討会」で提言をとりまとめ、中央環境審議会で審議中である。遺棄を招かな

い規制として、輸入、放出、販売などを規制の対象とすることを検討している。 

②特に環境保護活動を行う団体に対しては、アカミミガメに続きアメリカザリガニの防除マニュアルを公開予

定で、防除を支援する枠組みを整備している。 
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今回、意見交換する事項として下記 3

項目について意見を伺いたい。 

1. 規制案への意見 

2. 規制に伴って必要となる対応（飼

育個体の回収システムなど） 

3. 防除を行う上で困っていること 

1. 規制案への意見 

吉田：子供たちの採集等には配慮が必

要であり、種の保存法の「第二種国内

希少野生動植物種（商業目的の譲渡し

のみが規制される）」は参考になる。

将来的にアメリカザリガニ・アカミミ

ガメの飼育を登録制にすることを考え

たときに、市民の窓口として市町村レ

ベルの窓口が必要になりうる。こうし

た取り組みによって、責任を伴った飼

育が期待できると考える。 

中田：アメリカザリガニの飼育を規制

すると、飼育が可能なザリガニはニホ

ンザリガニのみという状況が生まれ

る。ニホンザリガニの捕獲に規制はな

いので、ザリガニの採集がニホンザリ

ガニに集中してしまう懸念があり、一部すでに現実化している。ニホンザリガニの捕獲に対する対策も同時並

行で必要だと考える。 

西原：アメリカザリガニは学校教育に取り入れられてきたが、2000年以降に問題点が指摘されてきて、掲載を

避けている教科書会社もある。文部科学省との連絡も行い、ザリガニに留まらず適切な指導が望まれる。 

片岡：法案の法律としての妥当性、具体性について、また法案が提出されるまでのスケジュールについてお伺

いしたい。 

大林（回答）：審議会での審議が年内を目安に進み、改正が必要との結論が得られれば他省庁等と協議する次

の段階に進む。最速の場合で来年（令和四年）の通常国会に改正案を提出しうるが、具体的な規制や基準の策

定が必要なため、施行は令和 5 年度以降になる。 

2. 規制に伴って必要となる対応 
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西原：アカミミガメに比べてアメリカザリガニは寿命が短く、短いサイクルで飼育個体が減りうる。そのた

め、種の保存法の第二種を参考にして、まず販売・放流などを禁止して飼育個体数が減った段階で、より本格

的な規制に移行することが検討されるのではないか。 

高橋：上の意見に同意。例えば、アメリカザリガニは 4～5 年で一般的な飼育個体は死に絶える。 

大林：飼育個体は飼育し続けることを基本に考えているが、防除した個体の処理や、ペットが脱走した個体な

ど特殊な対応が必要になる例があり、どのような対応が適切か思慮している。 

高橋：規制は必要だが、防除した個体の販売については、活動継続するために有効活用することがあるので、

柔軟な対応が望まれる。 

3. 防除を行う上で困っていること 

長谷川：駆除のため捕獲装置を使うには漁具使用の許可が必要で、都道府県に「特別採捕許可」を申請する

が、特別採捕許可はもともと試験研究などを対象とした枠組みで、さらに 1 年ごとに取得が必要である。保護

活動を行う団体に国から許可する枠組みを設けることで、都道府県を越えた活動がしやすくなるなどの効果が

期待できるのではないか。 

片岡：特別採捕許可の研究を中心にした性質から、学術機関の所属などで可否を判定する自治体があり、NPO

団体として苦労させられている。防除認定に付随する採捕許可などがあれば、市民団体が防除する際の足かせ

が減るのではないか。 

大林（回答）：水産庁の管轄ではあるが、防除の課題となっているということを伝えたい。 

 

座長：最後にブラックバスの漁業権問題について議論します。 

半沢：オオクチバスは特定外来生物に最初に指定されたが、釣り文化と結びついているがゆえに意義のある対

策ができないまま 15 年の時間が経った。法規制は難しいにしろ、キャッチ&リリースを止めるよう呼びかけが

必要ではないか。また、経済効果が発生しているからと言って、特定外来生物に指定されて久しい生物が環境

にいて良い理由はあり得ないので、経済利用を見直す段階にあるのではないか。 

西原：最近ふたたびバスの密放流が盛んになっている。15 年経って当時を知らない世代がいたり、啓発効果が

薄れたりしていて、法改正に合わせ他の外来種とともに普及啓発が必要と考える。 

大林：アメリカザリガニ・アカミミガメの規制に伴い、普及啓発を行うが、それはバスについても良い啓発の

機会と捉えている。様々な主体が協力することが重要だと考える。 

座長：長時間、ご討議いただきましてありがとうございます。アメリカザリガニとアカミミガメの法整備につ

いては何とか実現していただき、全国的な防除活動の展開と両輪で進めることができればと思います。 

我々も頑張りますので皆さんどうぞよろしくお願いします。 
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ȮɨɶɱȤȧɶȽɶ ǵ ǯǤǵ̀ǵѧ  

                         

ʹ  Ϲ ȵɈȢɠɂȲ ǵ̝  

 

 今年は昨年に引き続き、メダカを始めとす

るふ化直後の稚魚の餌づくりと取り組みまし

た。メダカについては昨年以上に成果を上げ

て、成魚で１０００尾以上、越冬稚魚でこれ

も１０００尾以上で手持ちの容器が満杯にな

っています。今春の産卵可能成魚が４００尾

以上いましたので、当然かと思われます。し

かし微生物給餌によって、産卵ふ化直後の稚

魚の生存率向上が大きく影響したようです。 

 昨年は GW（グリーンウォーター）、生ク

ロレラ、ゾウリムシを用いて、成果を上げま

したが、今年は市販の整腸剤使用の GW とゾ

ウリムシの大幅な培養利用が大きな成果にな

った様です。さらに、産卵ふ化終期ごろに

PSB（光合成細菌）も大変重要な餌になるこ

とも分りました。以下それぞれの項目で概略

説明いたします。 

 

１）GW と整腸剤 

  先般、３種混合液肥から作った GW の顕微鏡観察で有用な緑藻類を選択して、それに整

腸剤（エビオス錠、わかもと錠、他ビオフ

ェルミン錠）主に前者２種を栄養剤として

使用します。色調は GW の濃緑色より明る

い鮮緑色になります。これまでの GW より

良好な緑藻類が培養され、クロレラのよう

な小さいプランクトンも見られます。GW

も多様な種類のプランクトンの中で稚魚の

餌としてどれだけ索餌されるか分かりませ

んが、これまでの GW より有効なことは間

違いないようです。後で分かったのです

が、この GW は長く日光に晒されると緑か

ら紅色に 

変化して PSB になり、終期には退色して、元の緑に変化するようです。 
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２）ゾウリムシの培養 

  昨年、培養を繰り返して給餌に使い、昨秋から屋内で加温しながら、コメの磨ぎ汁、豆

乳、生茶などを与えて培養実験しながら越冬しました。今年は４月から、主にコメのとぎ汁

を使い、数日発酵させながら、顕微鏡で細菌の存否を確認しながら培養してきました。これ

は乳酸発酵したものです。さらに、米ぬか汁を使うとより効果があります。 

 私が購入したゾウリムシは３種類でした、大型のゾウリムシ、それより小さな動きの速い

ヒメゾウリムシ、さらに小さい葉緑体を持ったミドリゾウリムシなどでした。 

 培養数が多いのはミドリゾウリムシ、次が大型ゾウリムシ、ヒメゾウリムシはたまに見ら

れる程度で、容器別に大きなゾウリムシを培養するように心がけています。 

 餌はとぎ汁の他に PSB がかなり有効なようで、GW や液肥も使えそうですが十分実験は

していません。 

 

３）PSB（光合成細菌） 

 これは現在、最も興味のある細菌で目下実験勉強中です。玄関内で日光をあてながら GW

と共に数種類の PSB 種水づくりしています。濃紅色になるように整腸剤を追加しながら、

検鏡しています。 

 紅色細菌には硫黄細菌と非硫黄細菌があり、私は嗅覚障害なので良くわかりませんが、強

烈な異臭があることから硫黄細菌と思われます。 

 これを培養する場合は嫌気性細菌な

ので、密閉容器にいれて直射日光にあ

てて、出来れば温度の高いほど培養速

度は速いようです。 

 液肥を密閉容器で発酵させた時、な

ぜ発酵が進むのか考えると、おそらく

嫌気性細菌が活性化し、ＧＷ作製時に

は日光を浴びて緑藻類が発生して、好

気性細菌が活性化すると考えます。 

 地球創世記のシアノバクテリアの発

生から多様な細菌類が進化してきたの

でしょうか？ 

 ＰＳＢの使用についてはメダカの稚魚の育成で実験中です。茶の間の卓上に数尾のメダカ

をガラス瓶にいれて飼っています。ＧＷを与え緑に濁って来たところへ、少量のＰＳＢ液を

入れると数日で、水が透明になります。稚魚は元気で死ぬことはありません。 

 ＰＳＢの効用についてはゾウリムシやミジンコの餌として使えることもわかりました。培

養水は透明になります。 

 その他の効用については目下実験勉強中ですが、おそらく来春以降になるようです。 
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ꜛ  

 今にも雨が降り出しそうな曇り空の中、

4 年生 95 名の子どもたちが、300m 先の駐

車場から駆け上ってきます。6 月 24 日(木)、

鹿島台小学校の児童に手伝ってもらいなが

ら、シナイモツゴの放流会が行われました。 

 会場となった広長地区の溜池は、ブラッ

クバスやアメリカザリガニなどの駆除を行

い、絶滅危惧種であるシナイモツゴを放流

するのに適した場所であります。目印の幟

旗を立てたり放流地点が狭隘であるため、

郷の会のメンバーが、放流の足場になる地

面を固め、安全のため準備します。一方で

は、下の水田に網を入れて何かを採取して

いる人もいます。 

 会場の準備もでき、高橋理事長、シナイ

モツゴ郷の米作り手の会吉田会長、三

浦鹿島台小学校長先生から次のような

ご挨拶がありました。シナイモツゴが

生息する溜池の環境整備と生態系を破

壊する特定外来生物の対策の話、減農

薬の水を溜池から入れた田んぼで実っ

たコメの話、昨年の 4 年生が育てたシ

ナイモツゴを今年の 4 年生が受け継

ぎ、放流し自然に返すことなど、放流

への思いや願いなど語られました。熊

谷鹿島台総合支所長や大友公民館長か

らも励ましの言葉を頂きました。里親活動

をしている東松島市鳴瀬桜華小学校校長先

生やケミコン東日本の畑山氏からは、育て

る際のエピソードや、放流の様子をしっか

り見て行きたいとのお話がありました。 

放流池の水を利用している水田では、子

供たちが手網で田んぼの生き物を採取して

いました。赤とんぼヤゴですよと教えてく

れたのは、仙台うみの杜水族館の相沢氏で

した。ヤゴのような水生動物を見たのは初

めての児童もいたり、トンボとの関連で不

思議そうな顔をしている児童もいました。 

 いよいよ放流に取り掛かります。１グル

ープ 10 人づつに分かれ、シナイモツゴの入

っている小さいバケツを持って、溜池の縁

に降りていきます。溜池の多くはすり鉢状

になっており危険なので、郷の会の会員が

付き添い安全のため見守っています。バケ

ツの中に、池の水を入れなじませながら、

ゆっくりとシナイモツゴを放流し、泳いで

いく様を子どもたちは嬉々としてあるいは

見守るようにジーっと見ていました（左写

真）。 

 学習会ではいつものように佐藤理事から

の三択クイズがありました。答えの中の説

明では、大崎耕土は世界農業遺産に認定さ

れており、中でも旧品井沼周辺ため池群は、

大切な構成要因であります。希少生物の生

息を支える活動や、生物多様性を育み自然 
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（報道各社の取材もありました。上写真） 

と共生す農業の拠点となっていることをわ

かりやすく丁寧に説明してくれました。 

 閉会では、高橋理事長から「里山の管理

が大変難しい状況になっています。環境保

全活動には、いろいろありますが生物多様

性を維持することも大事な活動です。しか

も、このような活動は長期にわたります。

次世代にもつなげて活動していかなければ

なりません。4 年生をはじめ鹿島台小学校

の皆さんに期待をします」と話されました。

子どもたちからも、「シナイモツゴが元気に

育ってほしい」「里山の自然の中にいて楽し

かった」「シナイモツゴのことをもっと知り

たい」などの感想を頂きました。 

 この溜池の近くの畑には、3 年前にはな

かった柵が廻してあります。イノシシの侵

入を防ぐためです。豊かな里山は一朝一夕

にできませんが、破壊することは簡単に一

瞬でできます。遠い昔から多くの先人が知

恵を出し額に汗をしながら拓き、守ってき

ました。里山の自然と共生し、次世代を担

う子供たちと守り、誰もが住みたくなるよ

うな地域になってほしいと思った 1 日でし

た。 

 

ʢ ʝ  ˗ ε  
                       根元信一（シナイモツゴ郷の会） 

 

三浦一雄理事が 10月 29 に急逝されました。 

私と三浦さんは仕事の関係と環境保全活動関連の両方でご縁があり、長い間、ご一緒させ

ていただきました。特にシナイモツゴ郷の会の活動とスズムシの里づくり実行委員会で、行

動することが多々ありまし

た。 

 郷の会の活動では、イベン

トの前日からいつも気軽にト

ラックを出して活動で使用す

る用具を用意していただきま

した。スズムシでは、ご自分

ですず虫を育て仙台へ毎年持

参していました。鹿島台の敬

風園にも毎年届けておられま

した。長年、多方面で活動さ

れ、いつも、にこやかに、ご

指導いただきました。長年の

ご功績に感謝し、心よりご冥

福 をお祈りします。 

写真：シナイモツゴ里親小学校の子供たちからシナイモツゴを譲渡される三浦理事 

2014 年 5 月 28 日、大崎市立鹿島台第二小学校
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A

ヤゴから出て間もないトンボ たくさんの羽化が見られた田んぼ 

↑羽化後、羽を乾かしている 羽が乾いて、飛び立つ直前のアキアカネ 

6Ὦ26 6Ὦ27 6Ὦ29 7Ὦ3

ꜟ A 48 62 76 112

ꜟ B 28 ˖ ˖ ˖

ꜟ C ˖ 0 0 ˖

ꜟ D ˖ 0 0 ˖

表 1 各地点の羽化数   （- ：No Data） 
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（2021年 9月 20日配信）

̝ᴣǵ ḸВ ǵǦȈǵ ͬɟɶɩ 1 3ᶥ/ ǮǠƳ 

             ֞ͬǛ₁ ǵ ǶǛ ʤǜǋƳ 

 

皆様 

お変わりありませんか？ 

収穫の秋、野外活動、シンポ準備などで毎日あわ

ただしく過ごしています。 

今年は里親活動やアメリカザリガニ防除など多

岐にわたる活動を実施し、 

多くの方々に参加していただきながら活動して

います。 

朝日新聞のアメリカザリガニ防除関連の記事を

添付します。 

イベント 

◎理事会定例会を開催します。 

 10/16 （土 18：00） 鹿島台公民館  

◎水辺の自然再生共同 WEB シンポジウム 

 10/24～11/7 に WEB 開催 

 シナイモツゴ郷の会 URL と YouTube のリンク

で開催します。 

 主題は「温暖化による魚類への影響」と「アメ

リカザリガニとアカミミガメの防除」です。 

 詳細は添付の要綱と次第をご覧ください。 

 次第の講演タイトルなどは変更することがあ

ります。 

 バーチャルコーナー（ポスターセッション）で

は自由課題を募集中です。 

◎大崎市黎明中学校の現地学習会の開催 

  10 月 28 日 9：30～14：30 

  黎明中 20～30 名が参加しますので、インス

トラクターのご参加よろしくお願いします。 

◎アメリカザリガニ防除活動 

  アメリカザリガニ防除で驚くほど、多くの水

生動物が増えています。 

  是非ご参加ください。 

  9 月中は毎週土曜日 8：00～12：00  

  参加希望の方は高橋までご連絡ください。 

 


